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１．教育職の現状 

 教員に求められる資質能力には「不易」と「流行」の二つの側面があります。「どんなに社会が

変化しようとも、時代を超えて変わらないもの」と、「時代の変化とともに変わっていくもの」と

があり、教員には、これら「不易」と「流行」の両面に係る資質能力が求められます。 

 使命感や責任感、教育的愛情、教科や教職に関する専門的知識、実践的指導力、総合的人間力、

コミュニケーション力等は、不易の資質能力として、どの時代の教員にも求められてきました。こ

れらに加え、これからの教員には、自律的に学ぶ姿勢を持ち、時代の変化や自らのキャリアステー

ジに応じて必要とされる資質能力を生涯にわたって高めていく力が必要となってきます。また、変

化の激しい社会を生き抜くことができる子どもたちを育てていくためには、教員自身が、社会や環

境の変化を的確に把握しながら、時代の流れに対応した学びを提供することも重要になってきま

す。 

 このことから、教員は、常に探究心をもって学び続け、情報を適切に収集・選択し活用しなが

ら、知識を有機的に結びつけ構造化する力を身に付けなければなりません。また、子どもたち一

人ひとりが、夢や目標の実現に向けて高い志をもち、主体的に自らの将来を切り拓いていくこと

ができるよう、教員自らが、目標を設定して取り組んでいく姿勢も求められます。 

 学校を取り巻く課題は多種多様で常に変化しています。学校安全や幼小接続をはじめとした学

校間連携等への対応など、新たな教育課題も生じています。教職に就くためには、いじめ・不登

校などの生徒指導上の課題や、貧困・児童虐待などの問題を抱えた家庭への対応、キャリア教

育・進路指導の推進、保護者や地域との協力関係の構築など、従来指摘されている課題等に加

え、時代の変化に応じて必要とされる様々な資質能力を身に付けていかなければなりません。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教員をめざす皆さんは、子どもたちの夢を叶えることができるような教育者となるべく、高い志

をもって、不易と流行に係る資質能力を身に付け、早い時期から、自分の志望する都道府県(市)が

示す「教育目標」や「求める教師像」を調べ、その教師像に近づくことができるよう努力を重ねて

きましょう。参考までに、次のページに「山口県が求める教師像」を示します。 

 

 

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して ～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な

学びと、協働的な学びの実現～ （答申）（令和３年１月 26日 中央教育審議会） 

2020年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿 

【教職員の姿】 

・教師が技術の発達や新たなニーズなど学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じ

て探究心を持ちつつ自律的かつ継続的に新しい知識・技能を学び続け、子供一人一人の学びを最大限に引き

出す教師としての役割を果たしている。その際、子供の主体的な学びを支援する伴走車としての能力も備え

ている。 

Society5.0時代における教師及び教職員組織の在り方 

【基本的な考え方】 

・教師に求められる資質・能力は、これまでの答申等においても繰り返し提言されてきたところであり、例え

ば、使命感や責任感、教育的愛情、教科や教職に関する専門的知識、実践的指導力、総合的人間力、コミュニケ

ーション能力、ファシリテーション能力などが挙げられている。 

・ＡＩやロボティクス、ビッグデータ、IoTといった技術が発展した Society5.0時代の到来に対応し、教師の

情報活用能力、データリテラシーの向上が一層重要となってくると考えられる。 
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（山口県教育委員会パンフレットより） 

【 山口県はこんな先生を求めています 】 

― 未来を担う子どもたちに、あなたの熱い情熱を！ ― 

 〇 豊かな人間性と人権尊重の精神を身につけた人 

 〇 強い使命感と倫理観をもち続けることができる人 

 〇 児童生徒を共感的に理解し、深い教育的愛情をもっている人 

 〇 幅広い教養と専門的知識、技能をもっている人 

 〇 豊かな社会性をもち、幅広いコミュニケーションができる人 

 〇 常に自己研鑽に努める意欲とチャレンジ精神のある人 

山口県の教育目標 

 

 

 

 

やまぐちっ子のすがた 
☆高い志をもち、未来に向かって挑戦し続ける人 

☆知・徳・体の調和がとれた生きる力を身に付けるとともに、他者に協働しながら力強く生きていく人 

☆郷土に誇りと愛着をもち、グローバルな視点で社会に参画する人 

 

未来を拓
ひ ら

く たくましい「やまぐちっ子」の育成 

教育目標達成に向けて 

～３つの力と３つの心の育成～ 

「３つの力」（能力目標） 「３つの心」（態度目標） 

 

 

 

これからの社会において求められる、幅広い

知識と柔軟な思考力に基づく判断を可能にす

る、生涯を通じて主体的に学び続ける力 

学 ぶ 力 

 

 

 

 自己を肯定し、社会の中で役割を果たす責任感

や勤勉な態度を有し、多様な他者と連携・協働し

ながら、様々な困難を乗り越えていく行動力 

 

   

 

 

社会構造が大きく変化する中、よりよい未来に

向かって新たな価値を創り出す力 

 

 

  

人間に対する深い愛情や自然・生命に対する

畏敬の念などを基盤とした、豊かで温かい心 

 

 

 

互いの人格や価値観を受け入れ、尊重すると

ともに、互いに理解し協力し合う、前向きで広い

心 

 

 

 

大いなる夢や高い理想をもち、その実現をめ

ざす、不撓不屈（ふとうふくつ）の意志や勇気

など、熱く燃える心 

広 い 心 

創 る 力 温かい心 

燃える心 生き抜く力 
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２．「教員採用試験」における面接試験 

 

人物重視といわれる教員採用試験においては、面接試験の結果によって採用試験の合否が大きく

左右されます。ここでは、面接試験のポイントを簡潔に説明します。 

 

（１） 面接試験の目的 

面接試験は、筆記試験ではみることができない人物的な側面を総合的に評価しようとするために

実施される試験です。すなわち、面接官が受験生に対して直接質問を投げかけ、その応答の中から、

次に示すような「教師としての資質・能力」をどれだけ待ち合わせているか判断することを目的と

しています。 

 

１ 教職に対する強い情熱：使命感、誇り、教育的愛情、責任感、学び続ける向上心等 

２ 教育の専門家としての確かな力量：授業づくり、学級づくり、子ども理解力、児童・生徒指

導力、集団指導力、教材解釈の力等 

３ 総合的な人間力：豊かな人間性、社会性、対人関係能力、コミュニケーション能力等 

 

教師は、児童・生徒の前に立って指導する立場であるとともに、教育を取り巻く様々な課題も 

解決していかなければなりません。そのため、現在の教員採用試験が、受験生の「教師としての資

質・能力」をみる面接試験に重きが置かれるのは当然といえます。 

 

（２） 面接試験の種類と内容 

 面接試験では、主に次のような試験が課されます。近年の面接試験は、受験者の様々な側面を把

握するために、２～３種類の試験を実施するなど、実施形態が多様化しています。 

 また、受験生の実践的指導力をみるため、模擬授業や場面指導も実施されています。 

  

試験名 試験内容 

個人面接 

 1 人の受験者に対して、1 人または複数の面接官が質疑を行います。面接票の記入事項や質問

リストから質問され、受験者の返答によってはさらに質問される場合があります。また、都道府

県（市）により、個人面接の中で簡単な模擬授業・場面指導・スピーチやロールプレイングを実

施する場合もあります。 

集団面接 

 複数の受験者に対して、複数の面接官が質疑を行います。面接の形態としては、その場にいる

受験者全員に対して同一の質問をする場合と、受験者ごとに異なる質問をする場合があります。

また、他の受験者の回答に対して意見を求めたり、課題を提示して簡単な討論を実施したりする

場合もあります。 

集団討論 

 複数の受験者が複数の面接官の前で討論を実施します。討論を始める前に課題を提示され、受

験者各々が課題について構想した後、順に意見を発表し、討論を始めます。司会の有無、時間内

に結論を出すことなどについては都道府県（市）により異なります。 

模擬授業・ 

場面指導 

 学習指導や生徒指導等に関するある一場面を課題として提示し、指導案を作成させ、受験者が

児童または生徒に対してどのように指導するかを評価します。課題は事前に与えられる場合と当

日発表される場合があり、指導終了後には指導内容や指導案に関する質疑応答がある場合があり

ます。なお、指導案は集団で討議しながら作成することもあります。 

その他 

・役を与えられて指導に関する場面の寸劇を即興で行うロールプレイング 

・受験者数人で協力して簡単な作業を行う集団作業 

・２～３分程度のスピーチや自己 PR など 
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（３） 面接試験の実施例 

 

  ◆模擬授業   

〈模擬授業〉 

 授業のテーマはその場で提示される場合が多いが、第一次試験の合格通知とともに、テーマ等

（[学習指導案の書き方]）が送付され所定の用紙（A４判・形式自由等）を用いて、事前に指導案

を作成し、第二次試験当日に提出させる自治体もある。 

 また、その場で提示されたテーマをもとに、受験生が授業の流れを考えた上で、授業(導入部分)

を実施し、その後、集団討議の中で１つの指導案を完成させていく形をとっている自治体もある。 

〈学習指導案の書き方〉 

 受験する校種、教科、科目等における任意の単元、題材について、１単位時間分の流れを示した

学習指導案を作成する場合が多い。 

 指導案のねらいやポイント、工夫を２～３分間で説明した後、提示された時間内で指定された部

分の授業をする。板書してもよく、また面接官を児童又は生徒としてみなしてよい場合もある。 

 

  ◆個人面接   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面接官３名・受験生１名／試験時間 20分程度（自治体により異なる） 

 

〈個人面接〉 

 事前に用意された質問票をもとに、面接官が受験者に質問をし、その回答を「教員としての資質・

能力等」の観点から評価する。１人の受験者に３人の面接官が対応し、そのうちの１人が質問する

場合が多い。以下、質問内容を例示しておく。 

〈質問内容〉 

 ・志望動機を具体的に述べよ。 

・理想の教師像とそのために努力していることを答えよ。 

・先輩教師から指導を受けた際、自分の考えと違っていたら、どうするか。 

・子どもたちが主体的・対話的で深い学びをするために、どのような取組をするか。 

・なぜ学校・家庭・地域の連携が大切か。その教育的効果は何か。また、どのように連携を図るか。 

・保護者と信頼関係を築くにはどうするか。 

・子どもたちの人権意識を高めるために何に取り組むか。 

・子どもたちの夢や志を育むためにあなたはどうするか。 

・虐待が疑われる（あざがある・子供に聞いても何も言わない）子どもへの対応をどうするか。 

・子どもに「授業がわかりにくい」と言われたらどうするか。 

・落ち着きのない児童がいたらどう対応するか。 

・これまでの経験の中で困ったことは何か。また、それを乗り越えたか。 
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  ◆集団討議   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面接官３名・受験生６名／試験時間 80分程度（自治体により異なる） 

 

その場で掲示されたテーマについて考えた後、各自意見を発表し、その後討論に入る形をとって

いる自治体が多い。 

〈テーマ［例]〉 

・子どもたちが意欲をもって主体的に学ぶ態度を育むための心がけ 

 

（４） 面接試験への準備・対策 

前述したとおり、面接試験は、人物そのものを「教師としての資質・能力」の観点から評価しよ

うとするものです。その準備・対策として、まずは教師を目指す者として必要な情報や知識も得て

おくことです。そして、想定されるテーマについて、日頃から、教師を志す仲間と意見を交わすこ

とも大切です。 

 

  ◆自分をアピールするための準備   

➀自己分析の方法 

面接試験の準備として、まずは自己分析をしましょう。自分が自覚する長所・短所、これまで

経験してきたことなどを通して、今のありのままの自分を見つめ直してみましょう。また、親や

友人、学校の先生など親しい人に自分のことを聞いてみるのもよいでしょう。 

自己分析ができたら、自分の個性を「教師」という職業にどのように活かすことができるかと

いった観点から、自分をアピールするポイントを考えてみましょう。 

➁予想される質問への準備 

志望動機や自分が自覚する長所や強み、自己ＰＲなど、面接試験では定番ともいえる質問事項

については、自己分析の内容を踏まえて、教師になりたいという熱意をアピールできるような回

答を考えておきましょう。 

 

  ◆教育などに関する情報収集、知識の習得   

➀受験地の教育の現状把握 

受験を希望する都道府県（市）の教育方針や目標、現在抱えている諸課題について、新聞やイ

ンターネット、教育関係刊行物や雑誌等を活用するほか、現職の教職員に体験談などを聞くこと

を通して、十分な情報収集をしておきましょう。 

➁教育上の諸課題に関する知識の習得 

面接試験では、教育上の諸課題に関する質問も多くなっています。教育現場で課題となってい

ることについては、知識はもちろんのこと、自分の意見・考え方をしっかり整理し、面接試験に

おける質問にも答えられるようにしておきましょう。 
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③社会時事・教育時事問題の整理 

時事問題に関する質問に対しては、日頃からニュースや新聞をチェックして、時事問題につい

ての知識を分析・理解し、整理しておきましょう。 

面接試験に臨むに当たっては、教育・教職に関する知識・見解を用意しておく一方で、日頃か

ら教育についての対話に慣れておくとともに、面接のマナーについても身に付けておきましょ

う。 

 

 ◆適切な言葉遣い   

・語尾は「です・ます」を、自分を指す言葉は「わたし・わたくし」を標準とします。 

・身内（家族や親戚縁者）を指す場合は敬称を使用しません。第三者には「～さん」を使用し

ます。 

・「お～・ご～」などの丁寧語の使い方にも気を付けましょう。 

 

  ◆対話・面接技術の習得   

➀対話技術の習得 

・言うべきことは自分なりに整理し、順位立てて話しましょう。 

・一定のリズムで、元気に明るくはつらつと答えましょう。 

・マニュアル通りに答えるのではなく、オリジナリティ（自分の考えに基づく独創性）のある

発言をしましょう。 

➁面接技術の習得 

・適度な緊張感を保ち、必要以上に固くならないようにしましょう。 

・面接官の目を見て答え、時にはネクタイの結び目あたりを見ると良いでしょう。 

・面接官の質問・話を途中で遮らないようにしましょう。 

 

  ◆面接会場でのマナー   

➀受験地の教育の現状把握 

・服装・髪型は、受験者の第一印象を大きく左右します。単にスーツにネクタイを着用すれば

よいわけではなく、清潔感・誠実さが感じられるよう心がけましょう。 

・歩くときは、背筋をのばして、あごを引きましょう。 

・「失礼します」「ありがとうございました」などの挨拶は、はっきりと明るい口調で言いまし

ょう。 

・椅子に座るときには深めに腰を掛け、背筋をのばして、あごを引き、椅子にもたれかからな

いようにしましょう。 

・舌を出す、頭をかく、肩をすくめる、貧乏ゆすりなどはしないようにしましょう。 
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３.「教員採用試験」Q&A 

 

★【試験・受験等に関する事項】 

 

 

 

 

受験機会を増やし、合格の可能性が高くなるよう、教員採用試験では、複数の都道府県（市）を

受ける受験生もいるようです。ただし、併願する場合は次の点に注意が必要です。一つ目は、併願

先に自分の志望する校種・教科・科目の募集があるかどうかです。二つ目は、併願を考えている都

道府県（市）の試験科目が、自分が第一志望とする都道府県（市）とあまり開きがないことです。

あまりにも異なる場合、学習のポイントが絞りきれず、勉強の効率が悪くなる可能性があります。

三つ目は、志望動機を明らかにすることと、実際にその都道府県（市）に勤務する意志があるかど

うかです。特に他の都道府県（市）出身者に対しては、面接試験で「なぜ、この都道府県（市）を

志望するのか」について聞かれます。また、闇雲に受験しても、採用後に勤務する意志がなければ

意味がありません。そのため、たとえ第二志望以下であっても、自分の状況をしっかり踏まえた上

で併願先を選ぶことが大切です。 

 

 

 

 

 

自分の中で最もアピールできる点を書けばよいのですが、受験する都道府県が求めている教師像

と一致する点をアピールできるとよいでしょう。とにかく「自分はこんな人物です」「自分の（性格

などの）こんなところが教師に向いています」「教師になったら、こんなことをしてみたいです」と

いうように、自分のもつ個性や長所を「教師」という職業でどのように活かすことができるかをア

ピールすることが大切です。そのためには、これまでの経験等を踏まえて、今のありのままの自分

を見つめ直し、しっかりと自己分析を行っておくことが必要です。なお、自己ＰＲ文の内容は面接

試験の質問事項とされることが多く、自己ＰＲの内容と面接時に答える内容が矛盾していては逆効

果になりますので、注意しましょう。 

 

 

 

 

 

臨時的任用教員とは、正規の教員に欠員が生じた場合やその他さまざまな理由で代わりの教員が

必要となった場合、その状況に応じて期限付きで任用される教員のことです。臨時的任用教員には、

勤務形態などが正規の教員とほぼ同様である常勤と、自分が担当できる教科の授業のみを教える非

常勤とがあります。希望者はあらかじめ各都道府県（市）の教育委員会に臨時的任用教員の登録を

しておくと、必要に応じて書類審査や面接が実施され、適当と判断された者は任用される仕組みと

なっています（募集や登録方法などは各都道府県（市）によって異なります）。 

教員採用試験を受験する人の中には、臨時的任用教員をしながら試験勉強をしている人も多くい

ます。教員の仕事を実践することによって、その経験を採用試験に生かせるメリットがある反面、

試験勉強時間が少なくなるデメリットもあります。 

 

Q１ ： 教員採用試験は、日程が重ならなければ、複数の都道府県（市）を受験できると聞

きましたが、どうなのでしょうか？ 

Q２ ： 私の志望する県では、毎年自己 PR 文の提出があります。どのようなことを書けばよ

いのでしょうか？ 

Q３ ： 臨時的任用教員のことについて教えてください。 
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★【学習に関する事項】 

 

 

 

 

確かに、一度出題された問題が次の年にも出題されるかというと、確率は非常に低いでしょう。

しかし、類似した内容、分野からの出題は大いに考えられます。例えば、ある県では教職教養の試

験に教育史の出題が、過去３年見られないとします。もちろん、突然傾向が変わって次年度から出

題されるかもしれませんが、見方の一つとして「教育史の出題頻度は低い」という結論を出すこと

ができます。それならば、教育史よりも毎年確実に出題される教育原理や教育法規などの学習に力

を注いだ方が効率的であると言えます。さらに細かく問題を見てみると、教育原理の中でも特に学

習指導要領、生徒指導、人権教育に関する問題が毎年必ず出題されているのであれば、同じ教育原

理の中でも、その分野を重点的に学習するとよいことなどがわかってきます。 

このように、募集要項だけではわからない試験問題の傾向や出題形式（マークシート式・記述式）

なども過去問題を分析することによって明らかになり、学習効果を高めることになります。 

 

 

 

 

 

まずは文部科学省発行の『学習指導要領』や『学習指導要領解説』を参考にして、指導内容や、

指導のときに留意すべき点などを押さえておくことです。その上で、自分なりの指導案を作ってみ

ましょう。指導案には導入・展開・まとめごとに指導方法も記します。そして、内容や構成が十分

かどうかをチェックし、それを踏まえてもう一度作成してみる。このような練習を繰り返していく

とよいでしょう。また、友人や大学の先生の前で発表したり、意見交換をしたりするのも効果的で

す。初めてで指導案の作成がわからないという人は、実際の指導案例が書かれた書籍等を参考にし

て、とにかく自分なりに作成してみましょう。そこからヒントが得られるはずです。 

 

 

 

 

 

試験直前は、これまで行ってきた学習をもう一度見直し、総復習することが大切です。復習する

ことにより知識を確認することができるほか、中途半端に理解していた箇所や苦手分野を発見する

こともでき、それらを重点的に学習することにより、知識をより確実なものにすることができます。 

また、知識が定着していることを確認するという意味を含めて、志望する都道府県（市）の過去

問題を徹底的に解いてみるのもよいでしょう。過去問題は、実際に本試験で出題された問題ですか

ら、自分の持つ知識が確実なものかどうかがはっきりわかります。また、志望する都道府県（市）

の問題を繰り返し解くことを通して、本番の試験に慣れることができます。 

 

 

 

 

 

 

Q４ ： よく、「過去問題を分析する」と言われますが、これはどういうことなのでしょう

か？一度出題された問題が、次年度も出題されるとは思えないのですが・・・。 

Q５ ： 指導案や指導法を答えさせる問題に対しては、どのような対策を取ったらよいので

しょうか？ 

Q６ ： 試験日間近となったら、何を重点的に勉強していけばよいでしょうか？ 


